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本稿では， Die Stadt. Geschichte ihrer Entsteh-
ung und Entwicklung (Grosse Sowjet-Enzy-



































の人口は， 4万にまで滅「てしま「た。 10 ' 1 1世紀以降，手工業と商業の
発展につれて封建都市が発生し始め， 14 ' 1 5世紀には全盛をきわめた。封
建制期の都市内部では，新しい資本主義的構成体の要素が生じ，それは急速念
成長で抜きんでて〈る。都市は，その外観や構築物のうちに資本主義のさまざ
ま念発展段階を反映さぜている（ 1 6/1 7世紀からのマニュフ 7クチュア期，

















































































(lJ Marx Engels Werke,Bd.3,1958,$.50.邦訳，花崎
皐平訳，合同新書版， 1966,107ページ
(2) v g I . MEW , B d . 2 3 , 1 9 6 2 , S , 3 7 3 .邦訳，全集，大
月書店版，第 23 a巻， 1965,462ページ参照
(3) Lenin, Polnoe Sobranie Sochinenii ,Tom21, 





Kar I Marx ( 1 8 1 8 -1 8 8 3〕。ドイツの革命家，科学
的社会主義の創始者。本稿使用書は， Marx Engels Werke, 



























ていないのである。 J(:MarxEnge I日 Werke－一以下MEWと記す
一一， Erg誌nz u n gs band , D i e t z V er I . , 1 9 6 8 : 5 2 5 -
5 2 6。城塚・田中訳，岩波文庫版， 1964:111-112)
(2) 「ドイツ・イデオロギ－ Jより
1 8 4 5年から 46年Kかけて，マルクスとエングルスは共同著作『ドイツ
．イデオロギー』を執筆し，史的唯物論の基本的諸命題を定式化さぜたのであ
った。ととに示されている交通 CVerkehr ）という概念は，のちに生産様
































































































































徐々に市民階級が成立してきた。」（ ibid. :53.同上： 13 4 ) 
(3）その他より









( MEW , B d . 4 , 1 9 5 9 : 5 5 D。邦訳全集，大月書店版，第4巻，
1960:565-566) 











できる。そして 18 4 8年ごろには，彼の経済学説の根幹を念す剰余価値論が，
基本構想、として確立されていた。しかし， 18 4 8年から 49年の「三月革命！
への積極的念参加Kよって，研究の続行政一時中断されざるをえなかった。
1 8 5 0年代に左ると，マルクスはふたたび経済学の研究K，そしてさらに関






























































































以上との対立Kは立ち入ら左いととKする。」（ MEW,Bd.23, 1962 







































という事情Kよるものにすぎ左い。」（ MEW,B d. 2 6 , Z we i t er 




であり，予備段階と在っている。」（ MEW,Bd.26, Dritter 
Tei I, 1968:42 6-4 2 7.邦訳全集，第 26fil巻， 1970:563) 
(3i エンゲルス『反デューリング論』より






























し，また取b除かれるであろう。」（ MEW,B d. 2 o , 1 9 6 2 : 2 7 5 
-2 7 7 0 邦訳全集，第 20巻， 1968:304-305)
（長沼宗昭〕
3 マンフォード
Lewis Mumford ( 189 5ー ) , The City 






















































































































urbanization.suburb 左どの中核を左すのはラテン誇の urb sで，
とれは城砦都市の物理的側面を意味し， city,ci tー などのもとの語








Homeros ( 8 0 DB. C.以前）













あろう。そとで， ζ とκ着いたら高い城砦（ a kr e po I i s ）から両手をゼ
ウスにさしのべて祈ろうという考えが，辛子ん身をととにょとしたのであろう。」






しょ K並べ，それを御して，平原から大き念町（ mega a sty）へと，衆人
の通る公道（ laophor o日 hod OS) を駆ってぐると，多〈の人々が男も
女もこれを感嘆して眺める。御者は絶えずしっかりとして落ちる気配も左〈，
馬から馬へと跳ぴ移る，そして馬どもはその間も疾走していく。ちょうどその



















































































(Odysseia:6. 255-272）・・ H ・－－「道のすぐそばKアテーネーの
-31-
美しい白楊の茂る神域をあ左たは見るでしょう。そこに泉が湧き， i:わbは野




































































































の悲運について話さねば左らぬよう Kしてやる。』キュロスは ζ ういってギリ
シア人全体を非難したのであるが，その現実は，ペルシア人は公けの場所で物


























って決せられる。だから私としては独裁政治（ mounar ch i雇）を断念して






ある。」（ Hi st or i a i : 3 • 8 1 ) 
グレイオスの主張（要約）「メガピュゾスが大衆の性質κついてい司たとと

























( ka ta kδmas）住んでいるために，実力と比べて貧弱K見える。 J






















Lucretius, T i tu s Car us ( 1 D D-5 D B. C.とろ），














くとも，人はたいてい富める人の党派K従うから。 J(De rerum 
na t u r a : 5 • 1 1 O 5 -1 1 1 6 ) 
〔太田裁量〕
4 プルタjレコス








のポリスの一つの民衆（ demos）とした。さて彼は部族（ ph予1e ）どと氏
族（ genos）どとKまわり歩いて説きつけた。平民や貧民は直ちκ彼の訴え
を受けいれたが，有力者たちK対しては，王のい念い国制と民主政治（ demo-
kra ti a ）を約束し，自分はただ戦争の指揮者たよび法律の擁護者になるだ
けで，他のととκついてはすべての人に平等の関与を認めると約束した。……































































本稿使用奮は， Kuhn,Emil(1878ー ),Ueber 
die Entstehung der Staedte der Alter: 
Komenverfassung und Synoikismos, B. G. 




「都市はそれ自身の中K共同体（ Geme ind e ）の概念と国家（Staat)
の概念を同時K含んでいた〔ギリシア・ローマの都市を念頭VC$~いて〕。」






より包括的左意味はギリシア語のpo I i sという言葉Kだけで左〈，ラテン語
のとi vi ta sや urb s という言葉kも内在するものである。」（ ibid.:










本稿使用書は， Burckhardt, Jakob(1818-1897), 
-44-
Griechische Kulturgeschichte,Z Bde., 
Verlag von W. Spemann, Berlin und Stutt-


















敬と因果関係陀ある。」（ Burckhardt 1 8 9 8, I: 5 7) 























でしかも見時しのきく（ eusynopt os ）ものでなければならない自らの内
的必然性を正確に認識していたというととが明らかとまるであろう。...・H ・－・熱
に浮かされたよう左生活衝動がポリスを創造するに当たって採用する形式は，






















の生活機関（ Lebensorgan ）であ「た。」（ ibid.:75)
〔太田裁量〕
3 ピュアリ
本稿使用書は， Bury, J.B. ( 1 8 6 1-1 9 2 7) , A 
History of Greece to the Death of A Iι目
exan<ler the Great , London and New York, 




































































本稿使用書は， Co u I an g e s ,・Numa -Den i s Fu s t e I 
de(1830-1889),La Cite Antigue,Paris, 













が生まれた。」（クーランジュ 19 6 8 ~ 1 8 9 ）「したがって，家族，支族，
部族，なよび都市はどれもまったく類似した社会で，一連の結合κよって順次
































原注（3i アウJレス・グリウス， xv.2 7 0 























「都市（ c i tも）と都会（ ville）止は古代人にあっては同意語では念か
った。都市は家族ゃ部族の宗教的，政治的団体であるが，都会はとの団体の集








会の建設はつねK宗教的行為であ司た。 J（向上： 19 8 ) 
従「て，「建設者の第ーの配慮は新都会の敷地の選択でる「た。との選択は
非常に重大視され，国民の運命がそれ陀かか勺ていると信じていたが，とれは
つねK神の決定κゆだねられた。」（向上： 19 9ー20 0 ) 
さらに，「儀式の次第がは勺きりわかると，すぐに協会建設の工がま？とされ
た。神宮らはまず生賛をささげ，」（向上： 20 3 ）「市民とともにあたらし
い都会陀すむととを神々陀決意させる効験があると信じられていた，さまざま
の祈織を去念えた。 J（向上： 20 3 -2 0 4 ) 
とうした過程をへて都会が建設された訳であるが，その建設者も，「都会の
存立を左右する宗教的行為を成就したものJ（向上： 20 9 ）で，「その生前
から，人々は彼を祭杷の創始者，都市の父とみをし，死後は未来永劫の子主震に
とって共同の祖先」（向上： 20 9 ）として崇拝されたのであ司た。
とのように，「都会は神聖を囲塘にかとまれ，祭壇を中心としてひろがるも
のであるから，都市の神々と人々去を包含する宗教的左住所であ勺た。」（向





~ 2 8 1 ）「 ζれK反して，外国人とは祭ifie.vcちかづくととをゆるされ左いも
ので，都市の神々の保護をうけ左いばかりでな〈，神々を祈願する権利さえも












がなくなるのである、」（向上： 28 5) 
原注（1) アテナイの「アティミアJvcついては，アイスキネス『ティマル
コス弾劾』 21。アンドキデス『神草撒Kついて』 23 1 0 トヲキディデ
ス， v'3 4。プルタルクス『アグシラス王』 30 0 をみよ。ーーとれ
と同じ刑罰がローマにもあって，「インファミア」（名誉剥奪）あるい
は「トリプ・モグエレ」（氏族よ b追放）という言葉であらわされた。
ティトウス・リグィグァレリウス・マキシムス， Il' 9 , 6。
Ps-Asconius 版オレルリ p1 0 3。『ローマ法典』 liv. nr, 
t i t ' 2。ディオニシオス（ Xl,63）は「インファミア」を「アティ
モン」と訳し，ディオン。カタシウスc:xxxvm , 1 3。）は「トリプ・
-54-
モグェ ν」を「アティマゼイレ」と訳している。（向上： 28 7 ) 
〔桜井悠美〕
5 リッヒテンベルク
本稿使用書は， Lichtenberg, R. F. von, Haus, 
Dorf, Stadt :Eine Entwicklungsgeschichte 
























では都市建設は集住（ S y n o i k i smo s ）す左わち多〈の小共同体の集合に







本稿使用書は， Fow I e r , W . W . , T he C i t y -S t a te 
of the Greeks and Romans :A Survey In-
troductory to the Study of Ancient Histoey, Lon-




































~ 2 7 5 ) 
〔太田裁量〕
7 ロストフツェフ
Rostovtzeff. lVI. ( 1 8 7 Dー 1952),A
History of t'.1e Ancient World, 2 vols., 






































































c i tも grecque,1928.




































れはまた，神聖念先祖の直系の子孫の中の最年長者たる家父長（ le pere 
































































































































































































































ive des petits paysans）と分割地の集中（ la concen -
-70ー












年どろ彼らは 42 a a 0を越える市民中 l9 a a aから 2a a a aを数え（約
4 5パーセント） , 3 5 5年どろには過半数に走り， 4a年後Kは21 o a a 
の市民中 12 0 0 0を数えた（ 5 7パーセント〉。」と述べ（ ibid.:366 




























































本稿使用普段， Walbank,F.W., The Decline of 









後期の時代について述べている〕。都市の中産階級はTyne Jlから Ind us 






































































本稿使用書は， Awd i j e w , W , I . , G e sch i ch t e des 
A It en 0 r i en t s , B er I in, V o I k u nd W is sen 



























































































































































本稿使用書は， Web st er , T . B . L . , Fr om駒 C朗 ae




































して建設された（ Odysseia 6. 9）す左わちNausithoos は都市
のまわりに城壁をめぐらし，家を建て，神々の神殿をつ〈って，彩袖を分割し
た。そしてそれは美しいポセイドン神殿の両側にアゴラーをも雪ていた非論理





本稿使用書は， Forbes,R. J., Studies in Ancient 
Technology,2 vols., Leiden, E.J.Brill, 
-84-









(corv~e ）が租税の形態をとるが故に可能であった。……それは， ζ うし
た仕事を組織し管理するための権力と役人がいる国家Kよってのみ可能であっ
た。渚淑H容は収穫を高め，か〈て急速に増加する人口に食料を与え，とうし
















本稿使用書は， Ehrenberg, Victor, Polis und 
Imperium, Ziirich und Stuttgart, Artemis 
Verlag, 1 9 6 5，なよび， Der Staat der Grie -
























: 2 6 4 ) 
「国法上の意味でポリス止は排他的に市民国家であり，明確左市民権附与だ
けが，すべての非市民陀存した制限を破るととができた。」（ Ehrenberg
























































































去いう言葉の使い方は間違いである。」（ ibid.:264 ,Anm. 2) 
〔太田秀通〕
15 ニクソン
本稿使用書は， Nixon, Ivor Gray, The Rise of 


































著念例である。」（ Nixon1 9 6 8 : 1 5 2 -3 ) 













本稿使用書は， .Hammond,M., The City in the 










































































§ 1 都市概念論の意味 カール・ハーゼ
Carl Haase(1920- ）は，ドイツ現代の歴史
学者。本稿使用書は，” stadtbegriff und Stadtent 
stehungsschichten in Westfalen: Uberle-
gungen zu einer Karte der Stadtentsteh-
ungssch i ch t e n，” i n Haase,Herg.,Die Stadt 






















である。ホルスト・イェヒト Horst Jech tは・・…『中世都市の大き左部
分，いや場合によ 4 たら最大部分は，経済的には村落であ「た』ととを指摘し










































s tat u t ad m i n i s t rat i f Uて近いであろう。特別法，自治，いわんや
主権をもたない行政区としての都市である。
けれども， ζれらの萌芽は，われわれの問題設定Uては決定的重要性をも「て
はい左い。 19 , 2 0世紀の都市を扱う際陀は，場合によ勺ては一定の意味を
もつかもしれ左い。何と左れば，グェストファーレン陀辛子ける都市の第ーの層
-99ー




カーノレ・クレ y シェルkarl A. Kroeschel Iが〔Kroeschell 


















































グィタース civ it a s，オァピドゥム oppidum, 或いはグィラ vi l la 









料からドイツ語使用史料への移行に伴って，新しい問題が生ずる。・・ H ・H ・－『都
市』というのは，前にキーグィタース止言っていたものと同じ念のか。グァイ
ヒピJレト或いはフライハイトは，前のオッピドクムと同じものであるのか。．．．







































































Georg Ludwig von Maurer ( 1790-187 2 ). 
ドイツの政治家・法制史家と〈にマルク共同体の研究で画期的左業
績をのとした。主著， Untersuchungen iiber das 
gemeindliche Lel>en der Deutschen seit 
ihrer ersten Niederlassung in Deutschland, 
12 Bde.,1854-1871。本稿使用審は， Geschi-




























































































































































Georg von Be I ow ( 1 8 5 8-1 9 2 7）。 ドイツの歴史家，
中世史の専門家だが経済史・憲法史にも著書が多い。主著， Das 
altere deutsche Stadtwesen,1898，等。本稿
使用書は， Der Ursprung der deutschen Stadt-





















































都市共同体も闇有の裁判所管特区域をもっていた。 JCibid. :a2) 
〔千葉正土〕
(1）都市の要素を以上の5とするベロウの考え方は，ほかにBe I ow 
1889VCも示されている。念公，エルンスト・ハムも下引のように
ほぼ同様に 5要素をあげている（ Hamm,Die deutsche 














Rudo If S ohm ( 1 8 4 1ー19 1 7 ）。ドイツの法学者，
去〈にローマ法から出発しグルマン法・教会法の研究者として大き
左影響をのζ した。主著， Institutionen des rりmi-
schen Recht s , 1 8 8 3。本稿使用書は， Di e En tsteh由



















































Siegfried Rietschel ( 1871ー19 1 2 ）。ド
イツの法制史学者で，と ＜V<:都市と市場との関係を論じた。本稿使
用書は， Markt und Stadt in ihrem reehtlichen 














稿使用書は，その主著でもある， Stadte und Gilden 















5 1 1 
-117ー
（副都市共同体のメルクマール






















































Henri Pirenne (1862ー19 3 5 ）。ベルギーの歴
史学者。中世社会経済史を専攻しと〈に中世者［）市論を展開した。主
著， Histoire de Belgique, 7 tomes, 193 0-
3 2。本稿使用書は， Les vi lies du moyen age, 
1 9 2 7 （佐々木克己訳『中世都市』） ;Histoire econo-


































































































































































Edith Ennen( 1907- ）。ドイツ現代の歴史
学者。本稿使用書は， Friihgeschichte der europ忌i-
日chen Stadt, 1953; Die europaische Stadt 













































在る。ーーーとの空問機能Ra umfunkt ion k ，われわれは都市の最も不変
の本質的メルクマーJレの一つを掴える。
中世都市K関する以上の「質的」メノレクマールを， 19 6 8年，カールハイ
ンツ・ブラシュクka r I h e i n z B I a s c h k e ;1；提示している。とれば，






















いのである。」（ Ennen 1 9 7 2 ~ 1 1 -1 2 ) 
〔佐々木克己〕
9 エーベル
Wilhelm Ebel (1908一 ）。ドイツ現代の法
制史学者。本稿使用奮は， h r BUrgereid ala Ge I tungs 


















































失し，『法律Jvc~ 勺たのである。」（ Ebel 1958:1-5) 
〔佐々木克己〕
10シュタインノ4ッノ、
Franz Steinbach ( 1 8 9 5一 ）。 ドイツ現代












































Kar I B込cher( 1 8 4 7-1 9 3 0｝生ドイツの経済学者
で，後期歴史学派を代表する一人である。本稿使用書は， Di e 








































































Nico I a O t t oka r ( 1 8 8 4 -1 9 5 7 ）。イタリアの
中世史研究者。本稿使用書は，清水・佐藤訳『中世の都市コムーネ』
創文社， 19 7 1 ( Ni c o I a 0 t t o k a r • Stud i c ornu -
nali e fiorentini, 1948）。
「中世にbける自治都市制度の起源は， 10 ' 1 1世紀の問陀ヨーロッバの生
活形態がとうむった根深い変化との関係に砕いて考察されねば左ら;1:い。中世





































































1968(N.V.Pigulevskaya,Gorod i derevnya 
v Bizantii v N-XII vv.; 1961, ~ 
C ong1・es international d e自らtudes byzan-
tines, B e I grad e ）。
古代ローマ帝国は， 4世紀末K東西両帝国へ分裂した。その後，西ローマ帝





























































P I at on ( 4 2 9 -3 4 7 B . C .とろ）はアテネの哲学者で
ソクラテスの弟子。本稿使用書は， PIaton,Republic 
(=Politeia),translated by p. Shorey, 2 
Vols., Cambridge, Harvard University 
Press,1956.; Idem., The Laws (=Nomoi), 












































































のにな勺てなる。 50 4 0は戦争のためにも平和時代のととのためにも，あら
ゆる契約にも共同にも備えられたものだ。戦時特別税についても配分について
もそうで， 59以上には分割されないけれども， 1から 10までの因数を兼ね
備えてなる。」（ B~134-135 〔 V, 737C-738〕）
とのように， 50 4 0という数をあげているが，との数字は，「在るべ〈何
時までも 50 4 0世帯だけにとどめるよう左工夫をあみ出させ左ければ左らん
わけだ。」（ B:137〔v,7 4 0 D〕）「そうしてまた最後にどうにもと








































Ari stotel i日（ 384-322B.C.）。スタグイラ出身
の哲学者で，プラトンの弟子。古代最大の体系的思想家とされる。
本稿使用書は， Ar i st o t e I i s, Po Ii tic a, recognovi t 


























: 1 1 4〔m,12a1 a〕）が，その目的は「従って国的共同体は，共に
生きるととのためでは左〈，立派左行為のためにあるとし左ければ念らない」





上： 6〔I, 1 2 5 2 b 2 9.〕〉
さらに村は，「凡ての国は家々から構成されている」（向上： 9〔I' 



























うととに左る」（向上： 28 7〔VIl,1326b 10〕）が，その限界とし
ては，「生活の自足を目標K ，一目でよ〈見渡しうる数の範囲内でできるだけ
膨張した人口。では，以上を国の大きさについての規定としよう」（向上：



















（向上： 30 1 （四， 133Da 37〕）ととでいう健康とは，「健康は
その土地が健康在所K，また健康在方向に向かつて格好在位置を占めていると
とと，第二に健康な水を使用するとととにかか勺ているから，との ζ とも大事
念とととして，配慮するととろが左〈て悦ら念い」（向上： 30 2〔VII' 
1 3 3 0 b P〕）ととをさすものである。
ポリスの位置陀ついての第四の点としては，はっきり述べられてい左いが，




取b去るのと同じととである」〈向上： 30 3〔VII, 1331a〕）として，
ポリスの周りに都壁をめぐらすととを主張している。
文，個人の住宅の配置も，「園都の全部では左くて，部分的陀場所場所陀応






















念ら左い」（向上： 29 5〔VH,1328b 20〕）のであった。
〔桜井悠美〕
3 トマス・モア
T h o ma s M or e ( 1 4 7 8 -1 5 3 5 ）。イギリスの人文
主義者，駒治家，ヘンリ 8世に反逆罪のかどで処刑された。本稿使用















































Tommaso Campanella ( 156 8-163 9）。
ドミニコ修道会の僧で，プラトンの国家論にもとづいてユートピア
思想を展開した，反スコラ的思想家。本稿使用書は，坂本鉄男訳
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